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こんにちは。鈴木	拓です。
「写真で鮮明に覚える英単語・熟語講座」をご利用いただきありがとうございま
す。

本講座では、写真を使って、英単語・熟語、英語表現を解説。

その後、そちらを使って英文を作る問題を出題していきます。

■Picture	1

写真は↓からご覧ください。
https://words4pics.grammar51.com/samplepic1.jpg

1.	People	are	crossing	a	valley	on	a	suspension	bridge,	which	is	
supported	on	either	end	by	two	pillars.	We	don't	have	a	complete	
view	of	the	bridge	because	there	are	some	trees	blocking	it.

「人々は、両端で、２本の柱によって支えられているつり橋で、谷を渡っている。
　視界を妨げている木々があるので、私たちは完全には橋が見えない」

・cross　[3V]	渡る

第３文型の動詞というのがポイントです。acrossと似ていて紛らわしいですが、
acrossは、前置詞です。

今回で言えば、People	are	walking	across	a	valley.とも言えます。

・valley　[C]	谷

日本語の「谷」よりは幅広いイメージ、山と山、丘と丘の間なら
けっこう多くの地形がvalleyと言われます。

例えば、↓もvalleyと呼ばれたりします。
https://words4pics.grammar51.com/samplepic1-1.jpg

・suspension	bridge　[C]	つり橋

suspensionというのは「吊ること」という意味。とりあえず吊って宙ぶらりんにし
ておく、という意味で、「中断」という意味でも使われます。

動詞、suspend「中断する」も合わせて覚えておくと良いです。

・support　[3V]	支える

今回のように、物理的に支えることもあれば、政党や政権を「支持する」です
とか、頑張る人を「支援する」ような、抽象的な「支える」でも使えます。



・end　[C]	端

橋の終わり。endということで覚えておくと良いです。

・pillar　[C]	柱

今回のように、何かを支えるための柱によく使われます。

・don't	have	a	complete/clear	view　完全には見えない

今回、木々が橋を部分的に遮っているように、部分的に見えない部分があるとき
に、
よく使われます。

・block　[3V]	遮る

人を通せんぼするように、物理的に力で止めるときにも使えますし、
今回のように、視界を遮ると言う意味でも使えます。

■Picture	33

写真は↓からご覧ください。
https://words4pics.grammar51.com/samplepic33.png

33.	This	is	an	aerial	shot	of	a	manmade	island.	There	is	a	runway	on	
the	island.	The	island	is	connected	to	the	mainland	by	a	bridge.	No	
airplanes	are	about	to	land	or	take	off.

「これは人工島の航空写真です。島に滑走路があります。島は橋によって、
　本土に接続されています。着陸も、離陸もしそうな飛行機はいない」

・aerial	shot　[C]	航空写真

飛行機やヘリコプター、ドローンで空中から撮った写真に使われます。

・manmade	island　[C]	人工島

「埋立地」reclaimed	landではあるのですが、地続きにはなっていなくて、
独立した島です。この場合、manmade	islandと言われることが多いです。

・runway　[C]	滑走路

・the	mainland　[名]	本土

今回は人工島と元からある領土の対比で、mainlandとしています。
香港と中国などの対比で、中国の方をmainland「本土」と言ったりもします。

・be	about	to	動詞の原形　[助動]	もうすぐ〜しそう



・land　[1V]	着陸する

飛行機やヘリコプターもそうなのですが、
人間がジャンプして着地する時にも使えます。

・take	off　[1V]	離陸する

こちらもバスケットボールなどのジャンプでも、使われることもありますし、
「出発する」「去る」という意味でも使われることもあります。

■Picture	34

写真は↓からご覧ください。
https://words4pics.grammar51.com/samplepic34.png

34.	This	is	a	picture	taken	from	above	of	some	factories	that	are	
situated	on	reclaimed	land.	There	are	a	few	estuaries.	There	is	a	
delta	between	big	rivers.

「これは埋立地に位置しているいくつかの工場の上から撮影された写真
　である。河口がいくつかある。大きな川の間に三角州がある」

・be	situated　[3Vp]	位置している

基本受動態専門で使われる表現です。

・reclaimed	land　[U]	埋立地

こちらは写真33と違い、地続きなので、文句なしにreclaimed	landですね。

・estuary　[C]	河口、河川と海の合流地点

・delta　[C]	三角州

こちらの写真は↓の三重県と愛知県の県境あたりにある三角州を撮った
ものです。
https://words4pics.grammar51.com/samplepicdelta.jpg

・
・
・
（サンプルなので写真は３枚だけ。
　実際にはもっともっと一杯出て来ます）
・
・
・
・

━━━━━

■問題出題

それでは、問題を出題いたします。
英文を作って見てください。



1.	吊り橋が視界を妨げているので、私は完全には谷が見えません。

・
・
・
（サンプルなので問題は１問だけ。
　実際にはもっともっと一杯出て来ます）
・
・
・
・

（ここから解答と解説を行います。
　見てしまわないように、スペースを空けます）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
━━━━━

■解答と解説

●1.	吊り橋が視界を妨げているので、私は完全には谷が見えません。

S：私
V：完全には見えません

「完全には見えない」は、don't	have	a	complete	viewを使います。

.　S　　　V　　　　　　O
│I	│don't	have│a	complete	view	│
└─┴──┬──┴────────┘
.	　　　　SP3

ofとセットで「谷」を入れます。

「谷」は、valleyです。



.　S　　　V　　　　　　O
│I	│don't	have│a	complete	view	of	the	valley	│
└─┴──┬──┴───────────────┘
.	　　　　SP3

続いて、理由をbecause節で表現します。

S：吊り橋
V：視界を妨げている

「吊り橋」はsuspension	bridge。
「視界を妨げる」は、blockを使います。

.　　　　　S　　　　　　　　　V
│the	suspension	bridge	│is	blocking	│
└───────────┴──┬───┘
.	　　　　　　　　　　　　　　SP?

第３文型

O：it（繰り返しを避けるため）

.　　　　　S　　　　　　　　　V　　　　　O
│the	suspension	bridge	│is	blocking	│it│
└───────────┴──┬───┴─┘
.	　　　　　　　　　　　　　　SP3

これでbecause節が完成で、文全体も完成となります。

.　S　　　V　　　　　　O
│I	│don't	have│a	complete	view	of	the	valley	(because	the	
└─┴──┬──┴─────────────────────
.	　　　　SP3

suspension	bridge	is	blocking	it)	│
─────────────────┘

【答え】I	don't	have	a	complete	view	of	the	valley	because	the
　　　　suspension	bridge	is	blocking	it.

・
・
・
（サンプルなので解答と解説は１問分だけ。
　実際にはもっともっと一杯出て来ます）
・
・
・
・

サンプルの内容は以上となります。

英語学習のお役に立てればと思っておりますので、
何卒よろしくお願いいたします。


